
特
集
・
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政
②

家
族
問
題
研
究
会
の
概
要

家
族
問
題
研
究
会

●
家
族
問
題
研
究
会
に
つ
い
て

●
調
査
・
研
究
結
果
の
要
約

●
家
族
問
題
研
究
会
に
つ
い
て

一
―
調
査
・
研
究
の
目
的

　
　
「
家
族
問
題
研
究
会
」
は
、
五
十
八
年

度
か
ら
三
ヵ
年
を
か
け
て
家
族
の
扶
養
機

能
、
と
く
に
高
齢
者
の
介
護
・
扶
養
機
能

お
よ
び
子
供
の
養
育
機
能
の
二
側
面
に
つ

い
て
、
そ
の
実
態
と
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
昨
今
の
経
済
状
況
・
財
政
事
情
が
福

祉
見
直
し
論
を
呼
び
起
こ
し
、
家
族
へ
の

期
待
を
強
め
て
い
る
状
況
下
、
そ
れ
ら
の

現
状
と
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
は
行
政

施
策
と
の
関
連
に
お
い
て
も
重
要
か
つ
緊

急
の
課
題
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ニ
―
調
査
・
研
究
の
方
法

　
学
者
と
行
政
現
場
の
職
員
か
ら
な
る

「
家
族
問
題
研
究
会
」
を
組
織
し
、
現
場

で
み
ら
れ
る
問
題
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
ま

た
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
調
査
を
企
画

・
設
計
し
、
そ
の
結
果
の
読
み
と
り
を
行

つ
た
。

五
十
八
年
度
　
老
人
扶
養
と
家
族
妙
『
老

人
扶
養
と
家
族
』
六
十
年
三
月
刊

五
十
九
年
度
　
子
供
の
養
育
と
家
族

六
十
年
度
　
二
側
面
を
と
お
し
て
み
た
家

族
機
能
と
自
治
体
行
政
の
対
応
↓
『
子
供

の
養
育
と
家
族
』
六
十
一
年
三
月
刊

三
―
実
施
し
た
調
査

１
　
『
老
人
の
扶
養
意
識
調
査
』
に
つ
い
て

　
親
と
同
居
し
て
い
る
人
（
二
十
代
～
五

十
代
の
男
女
計
千
人
）
と
親
と
別
居
し
て

い
る
人
（
同
）
の
扶
養
意
識
に
つ
い
て
調

べ
た
。

２
　
『
要
介
護
老
人
と
そ
の
家
族
の
外
的

条
件
の
調
査
』
（
一
五
一
事
例
）
。
在
宅
と
施

設
入
所
老
人
の
五
条
件
（
身
体
状
況
、
介
護

力
、
本
人
収
入
、
家
族
収
入
、
住
宅
状
況
）
を

五
段
階
で
評
価
し
、
そ
の
比
較
を
行
っ
た
。

３
　
『
要
介
護
老
人
と
そ
の
家
族
の
生
活

調
査
』
（
一
八
事
例
）
。
老
人
と
家
族
の
内

面
的
な
家
族
関
係
や
生
活
歴
の
分
析
。
入

院
入
所
八
、
在
宅
一
〇
ケ
ー
ス
）
。

４
　
『
家
族
の
養
育
機
能
に
関
す
る
実
態

調
査
』
三
歳
児
・
小
学
五
年
の
親
各
千
人

５
　
『
グ
ル
ー
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
』

三
歳
児
・
小
学
五
年
生
の
親
四
グ
ル
ー
プ
。
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●
調
査
・
研
究
結
果
の
要
約

◇
老
人
扶
養
と
家
族

①
―
調
査
結
果
か
ら

①
老
人
の
扶
養
意
識
は
、
１
老
後
の
不

安
、
２
老
人
福
祉
へ
の
関
心
、
３
家
族
制

度
意
識
、
４
扶
養
責
任
意
識
、
５
老
若
関

係
の
評
価
、
６
自
己
認
知
、
７
老
後
の
生

活
に
対
す
る
考
え
方
の
七
つ
の
因
子
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。

②
こ
れ
ら
の
因
子
が
構
成
す
る
老
人
扶
養

の
意
識
は
、
家
族
形
態
（
核
家
族
と
三
世

代
家
族
）
に
よ
る
差
よ
り
は
、
性
別
、
世

代
間
の
差
が
大
き
い
。
し
か
し
、
五
十
代

に
な
る
と
、
扶
養
責
任
や
老
人
福
祉
へ
の

関
心
、
老
後
の
不
安
の
因
子
で
同
居
・
非

同
居
の
差
が
あ
ら
わ
れ
る
。

③
要
介
護
老
人
の
家
族
の
外
的
条
件
を
在

宅
老
人
と
施
設
老
人
で
比
較
す
る
と
、
五

条
件
で
は
、
在
宅
と
施
設
入
所
老
人
を
分

け
る
決
定
的
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
身
体
状
況
や
住
宅
条
件
の
良
い
方
に

在
宅
が
多
く
、
数
値
と
し
て
は
微
妙
な
差

で
は
あ
る
が
現
実
の
生
活
で
は
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
家
族
収
入
が
高
い
こ

と
が
必
ら
ず
し
も
在
宅
扶
養
の
安
定
に
結

び
つ
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
―
１

参
照
）
。

④
身
体
状
況
と
介
護
力
と
の
関
係
を
み
る

と
、
身
体
状
況
も
悪
く
介
護
力
も
な
い
の

に
在
宅
で
い
る
ケ
ー
ス
は
、
高
齢
者
夫
婦

が
多
く
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら

妻
が
夫
（
そ
の
反
対
も
相
当
あ
る
）
を
介

護
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
一
方
、
身
体

状
況
も
よ
く
介
護
力
も
あ
る
の
に
入
院
・

入
所
に
至
る
老
人
で
は
、
三
世
代
同
居
の

中
の
家
族
関
係
が
安
定
し
て
い
な
い
た
め

の
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
身
体
状
況
が
悪
い
が
、
介
護
力

が
比
較
的
良
好
な
ケ
ー
ス
を
在
宅
、
入
院

・
入
所
の
比
較
で
み
る
と
、
在
宅
は
家
族

内
の
人
間
関
係
が
安
定
し
て
い
る
の
に
対

し
、
入
院
・
入
所
は
家
族
関
係
が
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
っ
た
り
、
同
居
期
間
が
短
か
か
っ

た
り
、
住
宅
事
情
が
き
わ
め
て
悪
い
な
ど

の
事
情
が
あ
る
（
図
―
２
）
。

⑤
家
族
の
内
面
的
な
条
件
を
分
析
す
る

と
、
三
世
代
同
居
の
中
味
も
多
様
で
あ

り
、
「
夫
婦
優
先
型
」
家
族
や
「
親
子
優

先
型
」
家
族
、
「
融
和
型
」
家
族
に
わ
か

れ
、
三
世
代
同
居
が
即
在
宅
扶
養
の
安
定

に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

⑥
家
族
の
生
活
歴
を
み
る
と
、
親
と
の
同

・
別
居
は
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
り
、
と

く
に
三
世
代
家
族
の
形
成
の
さ
れ
方
は
、

多
様
で
あ
る
。
核
家
族
に
し
ろ
三
世
代
家

族
に
し
ろ
、
理
念
的
・
規
範
的
な
レ
ベ
ル

で
の
家
族
形
態
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
三
世
代
同
居
と
老
人
扶
養
の
機
能
を

即
同
一
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。

⑦
老
人
扶
養
問
題
の
基
本
的
な
構
造
は
、

親
（
夫
婦
）
と
子
夫
婦
と
の
関
係
の
と
り

方
に
あ
る
。
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

み
れ
ば
、
親
夫
婦
の
一
方
が
死
亡
し
、
ひ

と
り
に
な
っ
た
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と

な
っ
た
時
に
子
世
代
の
受
入
れ
の
正
否
が

扶
養
の
分
岐
点
と
な
る
。
親
子
が
ど
の
よ

う
な
家
族
関
係
を
築
い
て
き
た
か
、
が
問

わ
れ
る
が
、
夫
婦
優
先
型
家
族
（
同
・
別

居
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
々
の
世
帯
を
形
作

っ
て
い
る
し
、
内
面
的
に
も
別
々
の
家

族
）
の
形
成
が
、
子
世
代
の
受
入
れ
の
困

難
さ
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

⑧
老
人
扶
養
問
題
の
多
様
さ
は
、
結
局
、

親
子
関
係
の
距
離
の
と
り
方
の
幅
と
親
世

代
の
介
護
問
題
の
発
生
の
時
期
に
よ
り
図

―
３
の
①
～
⑫
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

　
②
―
行
政
課
題

　
①
結
局
、
地
域
社
会
に
は
図
―
３
に
示
し

　
た
①
～
⑫
ま
で
の
様
々
な
老
人
と
家
族
が

　
生
活
し
、
そ
こ
で
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

　
は
、
こ
れ
だ
け
の
親
子
関
係
の
距
離
と
家

族
の
ス
テ
ー
ジ
と
そ
の
外
的
条
件
（
身
体

状
況
、
介
護
力
、
住
宅
、
収
入
）
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

②
行
政
施
策
と
し
て
次
の
四
つ
の
こ
と
が

い
え
る
。

⑦
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
在
宅
老
人
の
介
護
力
の
平
均
値
は
き
わ

　
め
て
低
く
、
病
弱
な
高
齢
者
が
何
の
外
的

　
援
助
も
受
け
ず
に
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る

　
ケ
ー
ス
が
相
当
数
あ
る
。
ま
た
、
成
人
一

　
人
が
健
康
な
状
態
で
介
護
に
あ
た
っ
て
い

　
て
も
、
何
年
間
も
外
出
が
で
き
な
い
で
い

　
る
な
ど
、
介
護
者
へ
の
援
助
が
緊
９
　
と
な

　
っ
て
い
る
。

12調査季報91―86.11



　
ま
た
、
住
宅
条
件
の
良
好
な
ケ
ー
ス
で

は
、
在
宅
扶
養
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

老
人
福
祉
施
策
と
の
関
係
で
住
宅
政
策
が

抜
本
的
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

イ
小
規
模
施
設
の
ニ
ー
ズ

　
老
人
と
家
族
の
関
係
を
立
ち
切
ら
ず
、

し
か
も
家
族
側
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
老
人
ケ
ア
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な

「
近
く
て
」
「
多
目
的
」
な
小
規
模
施
設

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
相
談
・
指
導
、
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
、
看
護
、
一
時
預
か
り
な
ど
の
機
能

を
も
っ
た
老
人
と
家
族
の
緩
衝
機
能
を
中

学
校
単
位
で
設
け
、
家
族
の
力
を
バ
ッ
ク

　
・
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

ウ
相
談
・
情
報
提
供
機
能
の
強
化

　
様
々
な
老
人
と
家
族
の
親
子
関
係
の
距

離
や
、
家
族
の
ス
テ
ー
ジ
と
そ
の
外
的
条

件
の
か
ら
み
か
ら
発
生
し
て
く
る
複
雑
な

問
題
や
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
、
適
切
な
制
度

利
用
に
結
び
つ
け
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、

制
度
の
生
死
を
決
定
す
る
ほ
ど
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
相
談
に
の
る
こ
と
の
で
き

る
専
門
的
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
人
材
を

確
保
し
、
施
策
に
付
随
す
る
も
の
で
な
く

独
自
の
機
能
と
し
て
認
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
、
病

院
な
ど
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
十
分
な
体

制
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

エ
老
人
扶
養
問
題
の
あ
ら
わ
れ
方
の
多
様

さ
に
対
応
す
る
に
は
、
行
政
が
各
施
策
間

の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
と
る
こ
と
が
必
要

図―１　在宅と施設老人の平均 Ｍ区内特養ホームを除いた

在宅と施設老人

図―２　在宅と入院・入所ケースの比較

図―３　家族の形態と老人のライフステージと利用されるサービス
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こ
の
問
題
は
、
家
族
の
み
で
も
行
政
の

み
で
も
解
決
の
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
い

わ
ん
や
行
政
の
一
部
門
の
み
で
の
解
決
は

不
可
能
で
あ
る
。

◇
子
供
の
養
育
と
家
族

①
―
調
査
結
果
か
ら

　
家
族
の
養
育
機
能
は
、
子
供
の
成
長
・

発
達
段
階
に
応
じ
て
き
め
て
複
雑
な
変
化

を
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
乳
幼
児
期

（
三
歳
児
）
と
青
少
年
期
（
小
学
五
年
生
）

の
二
つ
の
時
期
を
選
び
調
査
・
研
究
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

①
養
育
を
中
心
と
し
た
家
族
の
類
型
化
を

行
う
と
、
三
歳
児
・
五
年
生
時
期
と
も
、

養
育
の
問
題
性
を
含
む
グ
ル
ー
プ
が
か
な

り
の
量
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
乳
幼
児
期
で
は
、
保
健
所
が
、
青
少

年
期
で
は
、
小
・
中
学
校
の
保
健
室
が
把

握
し
て
い
る
問
題
群
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
内

容
を
も
っ
て
い
る
。

②
三
歳
児
調
査
で
は
、
約
半
数
は
安
定
し

た
養
育
を
行
っ
て
い
る
（
Ａ
）
。
他
の
ニ
グ

ル
ー
プ
（
Ｂ
、
Ｃ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
。

・
日
中
、
家
庭
で
母
親
が
養
育
を
行
っ
て

い
る
が
、
母
一
人
子
一
人
の
環
境
の
中

で
、
生
活
の
基
本
的
な
習
慣
づ
け
が
な
さ

れ
ず
、
こ
の
時
期
に
必
要
な
友
達
も
少
な

く
、
重
要
な
成
長
課
題
で
あ
る
母
子
分
離

を
可
能
と
す
る
養
育
空
間
の
広
が
り
を
も

て
な
い
で
い
る
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）
。

・
祖
父
母
が
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
も
同

様
な
傾
向
が
あ
る
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）
。

・
母
親
が
就
労
し
て
い
る
家
庭
で
母
親
の

労
働
時
間
が
優
先
し
、
こ
の
時
期
の
子
供

に
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
無
理
が
生
じ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
部

に
、
父
親
や
親
族
・
近
隣
の
協
力
が
な
い

た
め
に
、
ゆ
と
り
の
あ
る
情
緒
的
な
接
触

を
な
し
得
て
い
な
い
家
族
が
あ
る
（
Ｃ
グ

ル
ー
プ
）
。

・
厳
し
い
養
育
態
度
と
愛
情
表
現
の
間

に
、
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
母
親

が
あ
る
（
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
。

③
五
年
生
調
査
で
は
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
た
が
、
問
題
を
含
む
グ
ル
ー
プ

が
二
つ
あ
る
。

・
ひ
と
つ
は
、
進
学
家
族
と
よ
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
で
（
Ｂ
）
、
子
供
の
生
活
は
受
験

勉
強
一
色
で
、
子
供
の
養
育
の
中
で
も
教

育
的
課
題
（
成
績
・
勉
強
）
　
へ
き
わ
め

て
強
い
関
心
と
経
済
的
投
資
を
し
て
い
る

　
（
一
割
強
）
。
母
親
の
学
歴
、
父
親
の
社

会
的
地
位
、
収
入
階
層
の
高
い
層
に
多

い
。

・
も
う
ひ
と
つ
は
、
家
族
関
係
が
バ
ラ
バ

ク
で
、
父
母
の
意
見
の
不
一
致
が
多
く
、

親
は
子
供
の
生
活
全
般
に
対
し
て
関
心
が

う
す
く
、
子
供
は
、
勉
強
や
塾
・
け
い
こ

ご
と
か
ら
自
由
な
反
面
、
活
発
な
遊
び
も

せ
ず
、
子
供
集
団
か
ら
落
ち
こ
み
の
傾
向

を
み
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
母
親
の
学

歴
や
年
収
階
層
の
低
い
家
族
が
多
く
、
ま

た
単
親
家
庭
も
含
ま
れ
て
い
る
（
分
散
家

族
、
Ｄ
、
約
二
割
）
。

・
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
保
健
室
通

い
の
子
供
の
特
性
と
一
致
し
、
前
者
は
子

供
の
心
身
症
状
の
訴
え
と
し
て
、
後
者
は

非
行
・
怠
学
な
ど
の
問
題
行
動
と
し
て
表

面
化
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。

②
―
行
政
課
題

①
子
供
の
成
長
・
発
達
段
階
に
よ
り
、
家

族
の
養
育
機
能
の
問
題
性
は
各
々
異
な
る

が
、
家
族
単
独
で
は
、
そ
の
機
能
の
十
全

な
達
成
は
難
し
く
、
乳
幼
児
期
か
ら
青
少

年
期
ま
で
、
そ
れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

②
乳
幼
児
期
施
策
の
重
要
性

・
○
～
三
歳
児
は
、
母
親
が
育
て
る
の
が

最
も
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
母
親

単
独
で
は
、
子
供
の
自
立
性
や
行
動
性
が

高
ま
ら
ず
、
母
親
同
士
の
つ
な
が
り
が
必

要
で
あ
る
。
保
健
所
な
ど
で
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
子
育
て
グ

ル
ー
プ
作
り
が
、
社
会
教
育
と
の
連
携
で

強
化
さ
れ
る
と
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
。

・
保
育
所
も
地
域
の
育
児
セ
ン
タ
ー
と
し

て
専
業
母
親
に
も
相
談
指
導
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

・
乳
幼
児
を
も
つ
就
労
母
親
に
対
し
、
労

働
時
間
と
開
園
時
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く

し
、
保
育
園
と
家
庭
と
の
連
携
を
十
全
な

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
メ
ン
タ

ル
な
面
で
の
相
談
活
動
も
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

・
乳
幼
児
の
遊
び
場
は
、
こ
の
時
期
の
養

育
機
能
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か

し
、
な
お
不
足
し
、
し
か
も
、
あ
っ
て
も

有
効
な
利
用
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
遊
び
場
作
り
に
お
い
て
も
地
域
の
人
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養育を中心とした家族類型

<3歳児＞

Ａ　安定型（50%）

・トータルな機能をもち母親は子育

　てを楽しみ自信もある。

Ｂ　ひとりっ子型（20%）

・しつけ的機能（操作的養育態度）

　が低く、行動性、自立性も低く、

　子育て不安が強い。

Ｃ　厳格型（30%）

・一見トータルだが子育てが楽しく

　なく自信もない母親が多く含ま

　れ、子育て不安が高い。

家族構成：4～5人家族、兄弟数２～３

人

母親就業率:24%

母親活動率:32%

　（趣味や地域の活動の割合）

母親の学歴：「大学卒」やや多い

父親の職業：「経営管理職」、「事務職」

やや多い

住居形態：特徴なし

年収：特徴なし

家族構成:　「ひとりっ子」３人家族、及

び６～７人の多人数家族

母親就業率：23%、「家業手伝い」多い

母親活動率:31%

母親の学歴：「中・高卒」多い

父親の職業：「自営・商工サービス」、

　「技能・労務職」やや多い

住居形態：持家（一戸建）、やや多い

年収:「300万円台」、「800～900万円台」

やや多い

家族構成：５人家族、３人兄弟「末子」

母親就業率:40%、「フルタイム」、「家

事手伝い」

母親活動率:31%

母親の学歴:「短大・専門学校卒」やや

多い

父親の職業:「自営・商工サービス」、

　「専門技術職」やや多い

住居形態：持家（マンション）、賃貸団

地でやや多い

年収：特徴なし

＜小学５年生＞

Ａ　共同家族（31%）

・最も養育不安が低く、子供の生活も平均的

Ｂ　進学家族（12%）

・成績、進学の関心が高く、受験勉強のみ

家族構成：4～5人家族、
２～３人兄弟末子
母親就業率：67.4%、「パ

ート」、「内職」、「家業
手伝い」
母親活動率:67.4%

母親の学歴：中・高卒
父親の職業：「自営・商工
サービス」、「技能・労務
職」

住居形態：持家（一戸建）
借家（一戸建）、社宅・公
務員住宅、民間アパート

２～３部屋
年収:300～500万円台

家族構成：３～４人家族、

ひとりっ子多い、２人兄弟

長子

母親就業率:60.2%、「フ

ルタイム」ヽ、子どもの生ま

れる前からの就労

母親活動率:70.9%

母親の学歴:短大・大卒

父親の職業：「経営・管理

職」、「専門技術職」

住居形態：持家（マンショ

ン）、4～6部屋

年収:600～700 万円台、

800～900万円台、1,000万

円以上

Ｃ　母親家族（36%）

・養育不安も少なく、子供の生活も平均的

Ｄ　分散家族（20%）　　丿　　．．

・すべての機能が弱く、養育不安のみ高い

家族構成:4人家族、兄弟
２～３人、長子

母親就業率:57.5%
母親活動率:83.3%
母親の学歴:高校・短大卒

父親の職業：経営・管理職
住居形態：持家（マンショ
ン）4部屋
年収:500万円台、600万～
700万円台

家族構成：2～3人、５～

６人家族、「母親だけ」。

「母親と祖父母」、３人兄

弟、まん中、末子

母親就業率:67.8%、「フ

ルタイム」、「パート」、

小学３・４年生から就労

母親活動率:62%

母親の学歴:中卒

父親：「自営・商工サービ

ス」、「事務」、「技能労

務職」、「販売サービス」

住居形態：借家（一戸建）.

民間アパ―ト、賃貸団地。

２～３部屋

年収：200～400万円
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と
人
と
の
関
わ
り
を
生
か
し
た
工
夫
が
な

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

③
青
少
年
期
施
策

・
問
題
傾
向
の
あ
る
家
族
が
相
当
量
に
の

ぼ
り
、
最
も
初
期
の
段
階
で
問
題
を
把
握

し
て
い
る
学
校
の
保
健
室
等
の
相
談
体
制

が
強
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
問

題
発
生
時
に
お
け
る
学
校
と
他
機
関
（
福

祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
病
院
等
）
と

の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
シ

ス
テ
ム
化
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

・
子
供
の
社
会
性
を
育
て
る
機
能
は
、
家

族
単
独
で
は
困
難
と
な
り
、
地
域
に
、
子

供
の
た
ま
り
場
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な

拠
点
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
機
能

は
、
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
連
携
の
中

で
可
能
と
な
る
。

④
地
域
福
祉
施
策
の
検
討

・
地
域
福
祉
の
施
策
体
系
が
次
の
２
点
か

ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

・
ひ
と
つ
は
、
子
供
の
成
長
・
発
達
に
応

じ
た
養
育
環
境
が
家
族
単
独
で
は
確
保
さ

れ
ず
、
と
く
に
子
供
の
社
会
性
・
行
動
性

を
育
て
る
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ

・
ま
た
、
就
労
母
親
の
増
加
（
三
歳
児
で

約
三
割
、
五
年
生
で
約
七
割
）
、
さ
ら

に
、
母
親
の
疾
病
・
出
産
、
両
親
の
離
婚

〈
家
族
問
題
研
究
会
・
老
人
部
会
メ
ン
バ
ー
〉

平
野
敏
政
　
　
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
人
間
関
係
学
科
助
教
授

鎌
田
宣
子
　
　
日
本
医
療
福
祉
専
門
学
院
講
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

野
川
久
和
　
　
旭
区
保
険
年
金
課
長

五
井
百
合
子
・
5
8
年
度
鶴
見
第
二
保
健
所
婦
長
（
現
港
南
保
健
所
指
導
係
長
）

松
田
正
敏
　
　
民
生
局
老
人
施
設
課
指
導
係

岩
崎
晴
子
　
　
5
8
年
度
旭
区
福
祉
援
護
係
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
（
現
中
区
福
祉
援
護
係
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

　
　
　
　
　
　
ー
）

山
本
文
子
　
　
衛
生
局
港
湾
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

〈
事
務
局
〉

北
小
路
清
　
　
企
画
財
政
局
都
市
科
学
研
究
室
副
主
幹
（
5
8
年
度
）

中
川
久
美
子
　
企
画
財
政
局
都
市
科
学
研
究
室

と
い
っ
た
状
態
へ
の
対
応
が
弱
く
、
乳
幼

児
期
で
は
、
即
養
護
施
設
が
利
用
さ
れ
る

場
合
も
相
当
数
あ
る
。

・
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
近
隣
等
の
相
互
互

助
の
開
発
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
安
定

化
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
切

れ
な
い
部
分
へ
の
対
応
を
含
む
、
地
域
福

祉
の
施
策
体
系
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

◇
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

　
の
対
応

子
供
の
養
育
も
老
人
の
扶
養
も
、
今

日
、
そ
れ
を
家
族
と
い
う
私
的
領
域
の
み

の
範
囲
で
処
理
し
得
ず
、
公
的
な
機
関
の

援
助
と
協
同
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
十
分
な

機
能
遂
行
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
自
治
体
等
の
展
開
す
る
福
祉
施
策
は

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
行
政
施
策
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
形

式
的
類
型
的
な
も
の
と
な
る
。
形
式
的
・

類
型
的
で
あ
り
な
が
ら
、
家
族
的
扶
養
の

特
質
で
あ
る
「
全
体
性
」
「
全
日
性
」
「
個
別

性
」
を
十
全
に
生
か
し
た
対
応
を
す
る
。

と
い
う
困
難
な
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
前
提
と
し
た
多
様
で
柔
軟
な
福
祉

施
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
家
族
問
題
研
究
会
・
子
供
部
会
メ
ン
バ
ー
〉

平
野
敏
政
　
　
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
人
間
関
係
学
科
助
教
授

鎌
田
宣
子
　
　
日
本
医
療
福
祉
専
門
学
院
講
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

阿
部
カ
ツ
　
　
5
9
年
度
・
教
育
委
員
会
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
西
前
小
学
校
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
（
現
同
学
校
保
健
課
指
導
主
事
）

神
山
満
子
　
　
衛
生
局
港
南
保
健
所
保
健
婦
（
現
保
健
指
導
課
指
導
係
）

菊
池
汎
子
　
　
5
9
年
度
・
教
育
委
員
会
婦
人
会
館
副
館
長
（
現
神
奈
川
地
区
セ
ン
タ
ー
館

田
中
宏
明
　
　
市
民
局
青
少
年
課
育
成
係
長

山
本
文
子
　
　
衛
生
局
港
湾
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

吉
田
常
美
　
　
5
9
年
度
・
民
生
局
中
央
児
童
相
談
所
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
現
西
区
保
護
課
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）

Ａ
事
務
局
Ｖ

仲
田
豊
久
　
　
企
画
財
政
局
都
市
科
学
研
究
室
副
主
幹
（
5
9
年
度
）

生
江
恒
彦
　
　
企
画
財
政
局
都
市
科
学
研
究
室
副
主
幹
（
6
0
年
度
）

中
川
久
美
子
　
企
画
財
政
局
都
市
科
学
研
究
室
職
員
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